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東芝三菱電機産業システム㈱

弊社のご紹介 弊社のご紹介
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統合エンジニアリング環境

機種の統合
・複数世代対応
・旧機種ソフトの等価変換

機能の統合
・電気制御
・計装制御

規模の統合
・大規模システム
・小規模システム
・１ループコントローラ

ﾓﾃﾞﾙ3000

V2000

V1000

V3000

LC500

nv

ＴＯＳＤＩＣ
（ＤＰＣＳ機能ブロック）

ｎｖ ＦＢＤ
（ＤＰＣＳライブラリ）

統合ｴﾝｼﾞ環境
の位置付け

電気制御

ＥＩ統合

計装制御

ラダー中心 計器中心
専用言語
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ＤＣＳのエンジニアリング

ＨＭＩ エンジニアリング
計器割付・グルーピング
トレンド登録
グラフィック作成

コントローラ エンジニアリング
入出力信号割付
タグ情報 管理
制御機能 構築

機能仕様作成
ドキュメント管理

新計装エンジニアリング

統合ｴﾝｼﾞ環境
の位置付け
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計装機器

機器

装置

物理階層 制御ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ

計装機器Ｉ／Ｆ

計装機器標準機能

基本制御

Ｉ／Ｌ
選択制御等

手順制御

ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ

ﾌｪｰｽﾞ

連続制御 手順制御

新計装エンジニアリング

仕様設計

仕様書
管理

・共通仕様書
・制御機能仕様書

・I/Oﾘｽﾄ
・HMI画面仕様書

ﾗｲﾌﾞﾗﾘ
管理

設計支援

プログラミング

計装
ﾀｸﾞｴﾃﾞｨﾀ

ﾌｧﾝｸｼｮﾝﾌﾞﾛｯｸ

計装ＣＡＤ
エディタ

nV-ｔool

新計装エンジニアリングの位置付け

XV109

AG0101

RX101

大気解放

原料Ａ

溶媒

原料Ｂ

AG101

真空ポンプ

Ｎ2

LS101

PI101

XV101

XV102

XV103

XV104

XV105

XV106

XV108

TC101

TC102 XV107A

XV107B
蒸気

冷水

FQC101

FQC102XP901XV901

XP902 XV902

統合ｴﾝｼﾞ環境
の位置付け



Page 7

タグ情報の管理

入力 出力

監視制御
機能

計器表示
監視・操作

ｸﾞﾗﾌｨｯｸ
ﾄﾚﾝﾄﾞ・帳票

タグ情報

監視制御
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ
Tag No.
タグ名称
計器ﾚﾝｼﾞ
ｱﾗｰﾑ管理値
制御定数

ﾊｰﾄﾞ構成

計器ﾊﾟﾀｰﾝ

ソフト設計ﾂｰﾙ
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タグ情報の一元管理：計装タグエディタ

表形式表示
１点形式表示

・プログラムエディタからの起動・編集が可能
・オンラインでの ﾓﾆﾀ／変更／ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ

ソフト設計ﾂｰﾙ
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計装ＣＡＤエディタ

・共通言語化
・技術の共有化
・技術資産の継承
・ハードベンダ依存からの脱却
・制御ソフトのマルチベンダー化
・ファンクションブロック → 矩形ｼﾝﾎﾞﾙ

国際標準言語 ＩＥＣ ６１１３１-３命令をサポート
・ＬＤ／ＦＢＤ／ＳＦＣ／ＳＴ

ＩＥＣ：国際電気標準規格

計装分野でのユーザ評価は．．．．．？

計装ｴﾝｼﾞﾆｱは、Ｐ＆ＩＤをﾍﾞｰｽに
ｼｽﾃﾑを設計する

ソフト設計ﾂｰﾙ
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ＳＦＣ ＬＤ
ＦＢＤ

 グラフィカル言語
・ＬＤ（Ladder Diagram） ：ＰＬＣでよく使用されている言語
・ＦＢＤ（Function Block Diagram)

：特定の機能を持ったファンクションブロックを図形表現で
組合せて動作させる言語

・ＳＦＣ（Sequential Function Chart）
：実行手順をグラフィカルに表示する言語

 テキスト型言語
・ＳＴ（Structured Text）

：ＢＡＳＩＣやＣに似た文法構造を持つ、
高級構造化プログラム言語

データ表示
（オンラインモニタ時）

ＳＴプログラム

ＩＥＣ６１１３１－３言語 ソフト設計ﾂｰﾙ
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条件信号１
SIGNAL1

条件信号２
SIGNAL2

条件信号３
SIGNAL3

動作指令
ACTION1

表現方式の拡張

TSPIDFF
TSPIDFF_1

RSV

TAG

RPV

TRC

TR

GAN

FFS

FFD

MV

SVP

PVP

PID
RPV

MV

RSV

RPV

TRC

TR

SVP

PVP
TSPIDTR_

2

TAG

条件信号１

| |
SIGNAL1

動作指令

( )
ACTION1

条件信号２

| |
SIGNAL2

条件信号３

| |
SIGNAL3

AND_BOOL条件信号１

SIGNAL1

条件信号２

SIGNAL2

条件信号３

SIGNAL3

動作指令

ACTION1

シンボル表現

ＩＥＣ言語表現

ソフト設計ﾂｰﾙ

視認性・可読性の向上
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計装ＣＡＤエディタ
連続ループ制御

計装シンボルでの
表現が可能

プロセスフロー図情報の記入可能

ソフト設計ﾂｰﾙ
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計装ＣＡＤエディタ

 SOV閉(Close)指令

 SOV開(Open)指令

 LPﾀｸﾞAﾓｰﾄﾞﾁｪﾝｼﾞ

 LPﾀｸﾞMﾓｰﾄﾞﾁｪﾝｼﾞ

ﾎﾞﾀﾝ状態

MPC1.FO[0]

ﾎﾞﾀﾝ状態

MPC1.FO[1]

>=

設定２

PC2.PV

PV値[EU]

CK M

TSLP_M_17

FC111

反応器１    

CK A

TSLP_A_19

FC111

反応器１   

IN OUT

TSONDETECT_2
0

IN OUT

TSONDETECT_2
1

sec
IN Q

ET

TSONDELAY_22

10

CK ANS

TSPBFO1_26

SVC2

ＣＯ２タンク

CK ANS

TSPBFO2_27

SVC2

ＣＯ２タンク

論理型シーケンスロジック

状態を
操業の状態

で記述

ソフト設計ﾂｰﾙ
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計装ＣＡＤエディタ

 SOV開(Open)指令

 SOVﾊﾟﾀｰﾝ設定

 SOVﾊﾟﾀｰﾝ設定

 SOVﾊﾟﾀｰﾝ設定

 MOT運転指令

ＩＮＺ

S1

起動条件

T2

ライン　
セット

S2

T4

フロア　
起動

S3

T5

払出弁　
開

S4

T6

T5

T4

CK ANS

TSPBFO1_7

PS1B01
ペレット空送    ブロア

T6

CK ANS

PTN TSPBFO12_40

PS1V11
サイロ１１      入口弁

ｻｲﾛ11入口弁ﾊ
ﾟﾀｰﾝ

受弁1[XJ]

CK ANS

PTN TSPBFO12_39

PS1V12
サイロ１２      入口弁

ｻｲﾛ12入口弁ﾊ
ﾟﾀｰﾝ

受弁2[XJ]

CK ANS

PTN TSPBFO12_38

PS1V13
サイロ１３      入口弁

ｻｲﾛ13入口弁ﾊ
ﾟﾀｰﾝ

受弁3[XJ]

CK ANS

TSPBFO1_41

PS1V00
仮想サイロ０    排出弁

起動SW操作

受入サイロ　Ｈでない

　※空送起動条件※

x
ﾗﾝﾌﾟ状態

PS1HS10.FI1
ﾎﾞﾀﾝ状態

PS1SW.FO1

PV下限警報
PS1L00.PVL x払出サイロ　PVLでない

手順型シーケンスロジック

ソフト設計ﾂｰﾙ
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実行指令

タグ番号

機能概要（ﾒﾓ）

アンサ出力
(該当機能動作完了(この場合開ｱﾝｻON)でON）

リンクコメント
(タグ名称）

タグ操作命令シンボル

 SOV開(Open)指令CK ANS

TSPBFO1_19

SVF5A 主反応器Ａ      大気放出弁

基本形状

DSPB
DSPB_1

CK

TAG

BNO1

重油ポン
プ

B1MT101

従来の表記

実行指令

タグ番号

釦番号
(1:運転、2：停止)

 MOT停止指令

 MOT運転指令CK ANS

TSPBFO1_8

TAG

CK ANS

TSPBSTOP_9

TAG

 MOT強制停止CK ANS

TSPBCMPCL_10

TAG

 MOV停止禁止

 MOT運転禁止CK

TSPB_INH1_11

TAG

CK

TSPB_INHSTOP_16

TAG

 PBﾀｸﾞMﾓｰﾄﾞﾁｪﾝｼﾞ

 PBﾀｸﾞAﾓｰﾄﾞﾁｪﾝｼﾞCK A

TSPB_A_13

TAG

CK M

TSPB_M_14

TAG

 MV操作

 SV操作

P

K

T

CK ANS

SV

TSSSV_6

TAG
MOD

P

K

T

P

K

T

CK ANS

MV

TSSMV_7

TAG
MOD

P

K

T

 LPﾀｸﾞMﾓｰﾄﾞﾁｪﾝｼﾞ

 LPﾀｸﾞCﾓｰﾄﾞﾁｪﾝｼﾞ

 LPﾀｸﾞAﾓｰﾄﾞﾁｪﾝｼﾞCK A

TSLP_A_1

TAG

CK C

TSLP_C_2

TAG

CK M

TSLP_M_5

TAG

LPﾀｸﾞCA→Mﾓｰﾄﾞ降格

 LPﾀｸﾞC→Aﾓｰﾄﾞ降格CK A

TSLP_C2A_3

TAG

CK M

TSLP_CA2M_4

TAG 実数(R)設定CK

TSSET_R_17

VAR_NAME

IN

通常操作指令
Aﾓｰﾄﾞ時実行

強制操作指令
モードによらず実行

通常操作指令に優先

操作禁止指令

ﾓｰﾄﾞ変更指令

ＳＶ/MV操作指令
ＳＶ/MVを目標値Ｐに変化

率Ｋ／Ｔで漸近させる
終了時指定ﾓｰﾄﾞへ移行

直接変数設定

ﾓｰﾄﾞ変更指令

ﾓｰﾄﾞ降格指令
Ｍ・ＲＭﾓｰﾄﾞからは昇格

しない

命令例

ソフト設計ﾂｰﾙ
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 SOV閉(Close)指令

 SOV開(Open)指令

 SV操作

 SV操作

 LPﾀｸﾞAﾓｰﾄﾞﾁｪﾝｼﾞ

 LPﾀｸﾞMﾓｰﾄﾞﾁｪﾝｼﾞ

設定２

設定１

S1

T1

S3

T3

S4

T1

>=PV値[EU]

PC2.PV

PV値[EU]

PC2.PV

<=

ﾎﾞﾀﾝ状態

MPC1.FO[0]

ﾎﾞﾀﾝ状態

MPC1.FO[1]

>=

設定２

PC2.PV

PV値[EU]

ポンプ(MPC1)とのインターロック処理

ＰＩＤ調節計ﾙｰﾌﾟ
設定値変更処理（ＳＦＣ）

CK M

TSLP_M_17

FC111

反応器１        出口流量

CK A

TSLP_A_19

FC111

反応器１        出口流量

IN OUT

TSONDETECT_2
0

IN OUT

TSONDETECT_2
1

sec
IN Q

ET

TSONDELAY_22

10

P

K

T

CK ANS

SV

TSSSV_23

FC111
MDA

目標１

勾配１

60

P

K

T

CK ANS

SV

TSSSV_24

FC111
MDA

目標２

勾配１

60

CK ANS

TSPBFO1_26

SVC2

ＣＯ２タンク    出口弁

CK ANS

TSPBFO2_27

SVC2

ＣＯ２タンク    出口弁

ﾓｰﾄﾞA

| |
FC111.A

ﾓｰﾄﾞA

| |
FC111.A

SV→目標値１へ漸増

SV→目標値２へ漸減

S4

T4
SV値[EU]

FC111.SV

PID
RPV

MV

RSV

RPV

TRC

TR

SVP

PVP
TSPID_33

FC111

反応器１        出口流量
0 - 100 %

0

0

PV値[EU]

FC111.PV

連続ループ制御

論理型シーケンス制御

手順型
シーケンス制御

計装ＣＡＤエディタ （混在表記） ソフト設計ﾂｰﾙ
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計装ＣＡＤエディタ （オンラインモニタ）

変数データは
下部に数値表示 手順型シーケンスは

実行中ステップを
赤色表示

論理制御信号は

ＯＮで赤・ＯＦＦで黒

ソフト設計ﾂｰﾙ
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計装ＣＡＤエディタ （オンラインモニタ）

シーケンス
操作用ＰＢ８

初期条件／進捗状態確認に
プログラムモニタを活用

ソフト設計ﾂｰﾙ
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レジェンドシステムのソフト資産活用 ソフト設計ﾂｰﾙ

言語拡張
・ディシジョンテーブル

ソフト変換
・ＬＤ
・ＤＰＣＳ
・ＰＣＳ６０００

等価ファンクションブロック整備
・ＤＰＣＳ
・ＰＣＳ６０００

ＰＣＳ６０００ ＬＦＣライブラリﾃﾞｨｼｼﾞｮﾝﾃｰﾌﾞﾙ （MELTAS-SCOL型）
変換前（ＬＦＣ）

変換後（計装ＣＡＤエディタ）

LFCソフト変換
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設計支援ツール （ツール体系）

タグ・ＤＢ
計装タグエディタ

プログラムエディタ

ＨＭＩエンジツール

グラフィックエディタ

ＨＭＩツール

ｎＶ-ｔｏｏｌ

仕様書作成の効率化／仕様書

設計支援ツール

画面仕様書

制御共通仕様書

Ｉ／Ｏリスト

制御機能仕様書

ＨＭＩ共通仕様書

ソフト展開／ソフト展開
反映

仕様設計支援ﾂｰﾙ

仕様書・ソフトの一体管理

変更・波及管理

資産化・再利用
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Ｉ／Ｏリスト

I/O情報→ﾀｸﾞ情報に展開する際適
用するﾙｰﾙを登録

Ｉ／Ｏ・タグ情報エンジニアリング

計装タグエディタ

ﾀｸﾞ情報→I/Oリストは

一括反映／個別確認反映を
選択

仕様設計支援ﾂｰﾙ
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文章・図表説明

制御機能仕様書

機能フロー図

制御機能仕様書（１機能）

機能フローを
ダブルクリック

計装ＣＡＤツールに
リンクし、編集が

可能となる
修正した内容は、

仕様書に反映される

仕様設計支援ﾂｰﾙ

関連タグ･パラメータ情報は
ワークシートと連動
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グラフィック画面仕様書

画面ｲﾒｰｼﾞ

可変情報割付画面
グラフィック画面仕様書（１画面）

可変情報リスト

グラフィックエディタで作成した
画面をドキュメント化

仕様設計支援ﾂｰﾙ
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グラフィック画面仕様書

画面ｲﾒｰｼﾞ

可変情報割付画面

可変情報リスト

タグ指定ウィンドウ

可変情報リスト

ドキュメント上で登録した情報を
画面ソフトに反映

仕様設計支援ﾂｰﾙ
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個人の作業エリア

ライブラリ（共通サーバ）
ライブラリの中身

仕様書管理

ドキュメントのツリー表示

ドキュメント内容
（共通管理エリア）

仕様設計支援ﾂｰﾙ
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レビジョン管理機能

レビジョン発行

バックアップ

世代間の変更箇所に
変更内容を表示

仕様設計支援ﾂｰﾙ
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機能マップ

機能マップ

ﾀｸﾞ毎にﾀｸﾞ名称と種別を表示

Ｉ／Ｏリスト

連続制御仕様書

そのﾀｸﾞが使用されている
ｽﾃｰｼｮﾝ・ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄ種別・仕様書シート名を表示

仕様設計支援ﾂｰﾙ
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ソフトウエアの標準化・資産化

 機能部品レベル：
・カスタムファンクションブロックの作成

 マクロ部品レベル：
・複数機能部品の組合せをそのままテンプレート化

 制御機能レベル：
・ワークシート単位で管理
・設計支援ツールによる仕様書との連携

３つのレベルの対応

ｎV-ｔｏｏｌ

設計支援ツール

資産化・再利用



Page 29

機能部品レベルのＦＢＫ化例

------------------------------------------------------------------------------
 機能本体：
　　RPV入力値をデジタルフィルタを介してPVとする。
　　%換算したPV値をPVPから出力する
------------------------------------------------------------------------------

// スキャンオフでな
// 　　　PV=(1-FT)
//　（ここで、FTは
 

// ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ対応 ：　

|/|
memDL_CONT

(S)
memDL_CONT

RPV ||/||
memDL_CONT

-

ﾌｨﾙﾀ係数[%]
PV_PARA[XJ

].FT

1.0

*

RPV

+

*

PVpast

ｽｷｬﾝ設定

||/||

PV_DATA[XJ].
SCN

> PVpast

PV値[EU]

>
PV_DATA[X
J].PV

ｶｽﾀﾑ・ｼﾝﾎﾞﾙ化

資産化・再利用
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マクロ部品テンプレート機能

標準化する
制御機能

ﾃﾝﾌﾟﾚｰﾄ・ﾗｲﾌﾞﾗﾘ

登録・保管

一般名 実信号名

検索・置換機能で
実信号名に置き換え利用 選択・呼出

資産化・再利用
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制御機能レベルのＦＢＫ化

RPV

RPV

主反応器

1次反応器

クーラー

主反応器

1次反応器

クーラー

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

上部温度制御
ｹﾞｲﾝ

R_PARA2

SEL_REAL

G

IN0

IN1

1.0

中部温度制御
ｹﾞｲﾝ

R_PARA1

SEL_REAL

G

IN0

IN1

1.0

SVF3閉

主反応器入口弁が閉の時、温度制御のＰＩＤゲインを指定倍に切り替え
る

PIDFF

MV

RSV

RPV

TRC

TR

SVP

PVP

GAN

FFS

FFD

TSPIDFF_
3

TCF6

PIDFF

MV

RSV

RPV

TRC

TR

SVP

PVP

GAN

FFS

FFD

TSPIDFF_
4

TCF5

制御機能全体を
ﾌｧﾝｸｼｮﾝﾌﾞﾛｯｸ化

R_PARA[132
]

R_PARA[131
]

ﾗﾝﾌﾟ状態
SVF3A.FI[1

]

主反応器Ａ上
部温度

TCF6A

主反応器Ａ中
温度

TCF5A

　　　　　　　　※　主反応器Ａ　温度制御　※

　・主反応器温度制御機能は、全系列同一です
　　制御機能は「主反応器TIC」ファンクションブロックとして構築してお
り、
　　タグ番号を切替える事で当該反応器用として動作します。

　・ここでは主反応器Ａ用のタグ・変数指定を行っています

主反応器ＴＩＣ
主反応器ＴＩＣ_11

TCF5

TCF6

SVF3閉

R_PARA1

R_PARA2

資産化・再利用
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制御ノウハウの資産化・再利用

文章・図表
説明制御機能

仕様

ワークシート

機能フロー図

制御機能
仕様書

ＭＳﾀｽｸ

設計支援ツール ← → ｎＶｰｔｏｏｌ
制御共通
仕様書

ｼﾝﾎﾞﾙ
／FBK

機能部品仕様

ﾗｲﾌﾞﾗﾘ

機器レベルの制御
はファンクションブ
ロックで、共通仕様

として管理

アーカ
イブ

装置レベルの制御
は、ワークシートで、
個別制御機能仕様

として管理

資産化・再利用
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 エンジニアリング効率を大幅に改善
・Make&Run環境： ・並行作業ＯＫ：

・実機代替ＯＫ：

 さまざまな構成に対応
・スタンドアロン型／ネットワーク型 での運用環境

・コントローラ切替： 複数ステーション分のコントローラ情報を

保存可能。再ＤＬ操作をする事なしで切替えが可能

実機レスでのデバック・試験

統合シミュレータ
パソコンで 動作試験・確認が可能

統合ｼﾐｭﾚｰﾀ

試験環境
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統合シミュレータの表示例 試験環境
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統合シミュレータ導入メリット

 ＰＣ上で ＨＭＩ と コントローラを 再現

→ エンジニアリング用のハウスマシンが不要

・ソフト製作～ＤＢ試験の効率向上

→ ソフト作成費用、改造費の低減

・御客様によるソフト自製化のイニシャルコスト低減

・自社でのソフト改造の推進が容易となる

統合ｼﾐｭﾚｰﾀ

試験環境
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まとめ

物理階層に応じたソフト標準化・再利用

統合エンジニアリング環境

ＩＥＣ６１１３１－３グラフィカル言語の拡張表現

まとめ
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ご静聴、有難う御座いました。

TOSHIBA MITSUBISHI-ELECTRIC INDUSTRIAL SYSTEMS CORPORATION


